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121展開案①-3 施策案Ｂ：地域での連携団体の巻き込み：県単位チームの結成

地域でのプレイヤーを巻き込んで
一丸となった取り組みを進める組織として、

活動推進委員会が中心となった
県単位チーム（呼称：チーム・○○県）を作る

結成に当たり、都道府県の知事の賛同を仰ぎ、合同記者会見により、
各県一丸となった取り組みを表明する
また、県紙・ブロック紙・地域ラジオ局と、県単位チーム発足を広報する（詳細別紙）

■結成広報活動

■連携団体の巻き込み

地域の活動実践者である企業・住民を巻き込むために、地域内の有力団体と連携する
連携に当たって、活動推進委員会結成と同じ、

によって、地域団体を巻き込んでいく

①全国レベルからのトップダウン

②地元でのボトムアップアプローチによる協力要請

③自発性ある団体の公募

■応援団の設置

地域出身の著名人チーム員に対し、地元の取り組みを応援してもらえるよう、
チーム・マイナス６％実施本部より依頼をかける

地方行政・公益組織

地縁組織

市民組織

市町村、教育委員会、消防団、公共施設、地域の連合組合、商工団、ＪＡ、生協協同組合連合会など

自治会、商店会、振興組合、婦人会、老人会、子供会など

ＮＰＯ・ＮＧＯ、市民団体など

地域の連携団体
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各地の活動推進委員会にてチームマイナス６％事務局より、

成功事例（エコ・ポイント等）共有

↓

各地の活動推進委員会で事例研究

↓

活動推進委員会において、各ステイクホルダーが事例案持ち寄り

↓

各ステイクホルダー参加の下、実施プログラムを決定し、実施宣言

↓

活動推進委員会主導で各地で実施する

↓

ブロック毎にケース集をつくる

↓

WSにて事例発表（アワード表彰）

↓

優秀事例を各地に持ち帰ってそれぞれの地域で改良・運用

↓

CO２削減プログラムが有効的に回転

↓

コンテストにて削減量を評価

三重モデル①：エコ・ポイント

三重モデル②：環境定期券

エコ具体施策参考例

重点課題②重点課題②

地域単位のモチベーションを喚起する
参加フレームの構築

地域単位のモチベーションを喚起する
参加フレームの構築

参加者にｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞのある
ﾌﾚｰﾑﾜｰｸの共有

・全国に先駆けて実践している、効果的なエコ活動をモデルケースとして各地
域に紹介。地域活動の活性化のためヒントを提案

地域活動推進委員会のミッションとして、「具体施策の
成功事例の共有」「施策考案」「施策実施」を規定す
る

展開案② 施策への参加関係団体にｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞのあるﾌﾚｰﾑﾜｰｸの共有

② インセンティブフレームの共有
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実施の目的

●競うことにより個人、グループ、そして県単位でのモチベーションを高めることができる

●ブロック大会、全国大会を公開し広くメディアに乗せる事により、個々の活動状況を広く紹介し、
認知させる格好の場を設けることができる

●各活動グループの行動目標の指針となりえる

新規チーム員の獲得を通した、プラットフォームの関係強化、活性化

《参加対象者》

県内で地球温暖化防止活動に寄与した活動を実施している全ての団体、個人

●ＮＰＯ、ＮＧＯ団体
●自治体（市町村、町内会）
●企業・官庁
●学校
●組合、ＰＴＡ、こども会、老人会等
●各種サークル
●個人活動家

・・・等

波及効果 ステークホルダーを巻き込み、周囲を活性化させる

展開案③-1 地域対抗・CO2削減プログラムの実施

地域対抗・ＣＯ２削減プログラムの実施

・都道府県府県別で競い合うという競争原理を取り入れる
ことで参加意欲を刺激する

重点課題②重点課題②

地域単位のモチベーションを喚起する
参加フレームの構築

地域単位のモチベーションを喚起する
参加フレームの構築

県単位のチーム結成初年度にあたり、チームとしてのリレーションシップの強
化、また各参加団体のモチベーションアップのため実施。チーム内で最も地
球温暖化防止活動に貢献した団体を県チーム代表として選出。ブロック
大会～全国大会とその活動内容の発表の場を提供するとともに、最も優
秀な団体に「大賞」を贈呈する。

③ チーム・マイナス６％アワード設定
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●チーム活動における貢献度

・チーム内の他の団体との連携
・新規チーム員の獲得
・リーダーシップ・・・等

●各団体の活動内容についての評価

・活動内容の地球温暖化防止貢献度
・実施日数
・参加人数
・企画内容のユニークさ、独自性・・・等

①チームＯＯ県代表選考

《今後の展開》

2007年度

2008年度以降

チーム・マイナス６％アワード

ＣＯ２ダイエットグランプリ

名 称 対 象 評価基準

チーム内の個人・団体

チーム○○県

チーム内での活動内容を評価して優秀な個人・団体を県代
表として選出し、

●団体しての活動内容を評価

県チームとしてのＣＯ２削減量、取り組み内容をトータルに評価。
県単位で競う

●県としての活動内容を評価（質的評価）

●ＣＯ２削減量を評価（量的評価）

●各団体の基本データ

※県代表選考時の活動データ

●プレゼンテーションのインパクト

・発表方法
・活動の伝わり方
・感動・・・等

②ブロック大会での選考

※ブロック大会と同様の選考

③本選（全国大会）での選考

《アワード各賞》

◎大賞（最優秀賞）
○企画賞（最もインパクトのある取り組み）
○削減賞（量的削減に最も貢献）
○優秀賞（上記以外の４団体）
□特別賞（ＰＲ賞）

本選には出場しなくとも、アワードをＰＲする
上で最も露出が期待できる団体に対して

（例／タレントチーム等）

展開案③-2 「チーム・マイナス６％アワード」選考基準について
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１．実施概要の策定１．実施概要の策定

２．プレス発表２．プレス発表

４．活動実践期間（約５ヶ月）４．活動実践期間（約５ヶ月）

５．活動報告⇒チーム○○県代表を選出５．活動報告⇒チーム○○県代表を選出

６．ブロック大会（全国７ヶ所）６．ブロック大会（全国７ヶ所）

各ブロック毎に県代表が集まり、実施活動を総轄したプレゼンテーションを実施する。顔の見えやすい近県代表と競うことにより、活動にリアリティを持たせることが可能。プ
レゼンテーションの印象度と活動の基本データをもとに、ブロック代表を決定する。

地域メディアを通じて各県に予選会の模様を配信する。

７．アワード本選（全国大会）７．アワード本選（全国大会）

各ブロック代表７チームが東京（または京都）に集まり、本選を実施。
ブロック大会と同様に、プレゼンテーションを行う。

選考は「審査委員会」が活動データ、プレゼンテーションをトータルに判断して大賞ならびに各賞を決定する。
アワードは民放連など統一メディアを通して発表する。

★促進団体に対するインセンティブとして、大賞受賞チームは２００７年１１月に行われる第３回議定書締約国会議（COP/MOP３）へ出席

３．都道府県内参加団体への呼びかけ３．都道府県内参加団体への呼びかけ

各県ごとに「チーム○○県結成」、「チームマイナス６％アワード参加呼びかけ」の新聞広告を地方紙に掲出

マスメディアを通じて、全国にアワード実施を紹介し、チーム・マイナス６％の活動を告知する

展開案③-3 「チーム・マイナス６％アワード」実施の流れ
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126展開案③-3 第1回「チーム・マイナス６％アワード」実施フロー

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

Ｔ
Ｍ
６
実
施
本
部

実施概要の策定期間

●
プ
レ
ス
発
表

説明会の実
施

●プラットフォーム作り

●チームＯＯ県結成

●
地
方
紙
名
刺
広
告
掲
出

地域活動推進期間

（評価対象期間８／１～１２／３１想定）

●
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

活動報告

県代表を選
考決定

■広報ツールキット作成
■イベントマニュアル作成（４月よりスタート）

ア
ワ
ー
ド
開
催
準
備

実施に向けた内容の決定と、県ごとの評価基
準の策定を行う

・全体スケジュール
・運営体制
・活動内容の評価ポイントについて
・チーム員の増加についての評価
・取組みのプレゼンテーションについて
・各項目の評価配分・・・等

マスメディアに向け、アワードの実施概
要を発表

・小池大臣からのメッセージ
・タレント応援団の出席
・著名な審査委員長
※民放連などの協力を想定
※全国知事会へのアプローチ等

県内各団体への実
施内容説明、参加
促進

体制の足場固め

モチベーションのアップ

・

・

・

・各県担当者への説明

・活動推進委員会の結成

・チーム○○県の結成

各都道府県ごとに、チーム○○県を
結成したことを伝える広告を地方紙
に掲載。「チーム・マイナス６％アワー
ド」への参加を県民に告知し参加を
呼びかける

・知事からのメッセージ
・チーム員企業の名刺広告
・ラジオパーソナリティからのメッセージ

団体ごとに活動
内容を県に報告。

県の選考委員会
にて県代表を決
定する

ブロックごとに各県代表が
集まり、取り組みを総轄し
たプレゼンテーションを実施。

最も優秀な団体をブロック
代表とする。

代表は本選（全国大会）
に出場

７地区のブロック代表による
本選を東京で実施。

大賞や各賞を決定する

「チーム・マイナス６％アワード」ＨＰの開設
各都道府県ごとに、参加団体の取組み内容などがリアルタイムわかるＨＰを開設。各県・参加
団体の行動内容をＰＲする場としても活用してもらう

●
ア
ワ
ー
ド
本
選

（
２
月
中
旬
）

（
３
月
中
旬
）

結
果
告
知

Ｔ
Ｍ
６
ブ
ロ
ッ
ク
支
部

チ
ー
ム
・○
○
県
活
動
推
進
委
員
会
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６月 ７月 ８月 ９月 10月

ブラックイルミネーション キャンドルイベント

手作りうちわ教室

小学校
エコ縁日

廃油石鹸作り

文化祭エコラー
ニング

サッカー
草の根活動

11月 12月

打ち水
イベント

打ち水大作戦

ブラックイルミ
ネーション

既存の地域催事での
温暖化防止活動を推進
・文化祭・小学校催事・地域の祭り企業イベント、などに温暖化
防止プログラムを盛り込むように働きかける

重点課題③重点課題③

地域活性化のための実践的手法の提供地域活性化のための実践的手法の提供

地域における団体間の連携を高めるために、地域催事にタ
イミングを同期させて、施策を展開していく。

④ 既存の地域催事との連携強化

展開案④ 既存の地域催事での温暖化防止活動を推進
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施策名

チームプレーヤー

全国一斉ブラック・イルミネーション&キャンドル・ナイト

「ブラックイルミネーション事務局」・「100万人のキャンドルナイト事務局」
チーム・○○会活動推進委員会

アクション ◆既存の電力削減のイベントをより広く普及・浸透させる

■TM6実施本部及びブロック担当は、既存のブラックイルミネーション、
キャンドルナイトイベント主催者しているNGO団体などに協力を要請

■チーム・○○県活動推進委員会の商工会議所からはメインストリート沿いの商店、
企業に、そして、活動推進委員会の教育委員会からは地元の学校を通じて子ども達に
呼びかけを依頼

■広報ツール、実施マニュアルなどを関係先に配布

■「100万人のキャンドルナイト事務局」HPなどへのリンク

(環境省発表:アンケート結果を踏まえ、5.2％という参加割合を日本の人口に換算/ 2005年６月19日の夜8時～10時の間)

約6,640,000人(総参加者数:2005年推計実績)

22,716か所(ライトアップ施設やネオンサインの一斉消灯「ブラックイルミネーション」への参加を登録した施設)

ネオンサインなどの電力削減
参加家庭などの電力削減
参加企業などのオフィスの電力削減
廃油のリサイクル

｝

ターゲット 各都道府県民(地元企業、商店会、町内会、子ども達など)

レスポンス
(削減量/登録数)

展開案④ 連携施策案Ａ
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施策名

チームプレーヤー

全国1000万人の打ち水大作戦

NPO「打ち水大作戦本部」
チーム・○○活動推進委員会

アクション

ターゲット 各都道府県民(地元企業、商店会、町内会、子ども達など)

レスポンス
(削減量/登録数)

◆既存の水の再利用・省エネイベントを全国規模で展開

■TM6実施本部は、既に各地域で個別に行っている打ち水イベント主催者
であるNPO団体などに協力を要請

■チーム・○○県活動推進委員会の市町村の自治体からは町内会に
活動推進委員会の商工会議所からはメインストリート沿いの商店、企業に、そして、
活動推進委員会の教育委員会から地元の学校を通じて子ども達に呼びかけを依頼

■広報ツール、実施マニュアルなどを関係先に配布

■「打ち水大作戦本部」HPへのリンク

｝ ×約127,611,000
(2005年8月の日本の総人口)

参加家庭・企業などの電力削減
水資源の再利用

約1,340,000人
(2005年:都内23区の参加人数)

約12,530,000人
(2005年8月の東京都の人口)

約1,360,000人
打ち水大作戦参加者予測数(推定)

展開案④ 連携施策案Ｂ
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施策名

チームプレーヤー

小学校エコ縁日

全国各地の小学校や公民館で行う夏祭り主催者
チーム・○○県活動推進委員会

アクション

ターゲット 全国の小学生、地元町内会、商店会達、地域の子ども達など

レスポンス
(削減量/登録数)

◆毎年行われている各地の小学校や公民館の夏祭りにエコ活動を導入

■チーム・○○県活動推進委員会は、全国各地の小学校や公民館で行われている
盆踊りなどの夏祭りの主催者、自治体、教育委員会、商工会議所など
へ小学校エコ縁日への協力を依頼

■広報ツール、実施マニュアルなどを関係先に配布

■町内会のチラシ、自治体広報誌、各地元の小学校のHPなどでのPR

｝参加家庭の電力削減
資源のリサイクル ×約23,000校

(全国にある小学校数)

×約50人
(1箇所でのエコ縁日参加者予想/推定) 約1,150,000人

エコ縁日参加者予測数(推定)仮に全国の小学校で夏祭りを1回行う仮定すると…

展開案④ 連携施策案Ｃ


